
NHK から大阪日日新聞へ 

 

 写真は大阪日日新聞 9 月 28 日。紙面全体を使って標題インタビュ

ーを伝える。リードから―NHK を先月末に退職し、新日本海新聞社が

発行する大阪日日新聞に移籍した相沢冬樹記者(55)は、森友学園への

国有地売却問題を一貫して取材してきた。移籍後も、森友事件を追及しているが、そも

そも、なぜ大手メディアから地方紙の記者に転身したのか。相沢記者は、「どこにもし

がらみはなく、遠慮もいらない」(吉岡利固・新日本海新聞社社主)を基本とする報道姿

勢に感銘を受けたと言う。森友事件の本質と移籍の思いを聞いた。(聞き手は深田巧) 

関心のあるテーマなので、抜粋して紹介したい。 

 突然、大阪の報道部から考査部へ異動を命じられました。私は森友事件を中心になっ

て取材し、そのことは NHK 内の誰もが認めていた。そして、異動が伝えられた 5 月は、

財務省の背任事件に対する大阪地検特捜部の捜査がヤマ場を迎えていた時期で、しかも、

いつ終わるか分からない。そんな時期に取材担当者を代えますか。異動先の考査部は番

組を放送後に講評する部署です。これは私にとって左遷と言うより、記者という生きが

いを奪う行為です。生きがいを奪われたから退職を決意しました。 

 組織内部のことは分かりませんが、森友事件で私が特ダネニュースを出した後に報道

局幹部が激怒したこと、別の特ダネを出す際に圧力があったことは事実です。「近畿財

務局が国有地売却前に森友学園側から、支払える上限額を聞き出し、その金額以下で売

った」というニュースを放送しましたが、放送後、私の上司に報道局幹部から、なぜこ

のニュースを報じたのかという怒りの電話がかかってきました。そして「財務省が学園

側に対し、実際にごみを大量に撤去したように説明してほしいと口裏合わせを求めてい

た」というスクープニュースを出すに当っては、報道局幹部の了解を取り付けるために

ハードルの高い取材を求められ、全てをクリアして放送する直前に、情報が野党に漏れ

ているという理由であやうく放送がボツになりかけました。しかも、特ダネなのにニュ

ース 7の一番最後の項目という扱いでした。何かに忖度したとしか言いようがありませ

ん。誰が見てもおかしな土地取引なのに、財務省の担当者も、財務相も、首相も「問題

ない」と言い切る。関係書類の提出を求めても「廃棄したからない」と言い切る。とこ

ろが後から出てくる。しかも改ざんされていたと分かる。誰が見てもきちんとした説明

はされていないのに、「十分説明した。もう終わった」と、子どもでも分かるような嘘

を政治の力で押し通した。嘘を突き通せば嘘がまかり通ることを世の中に知らしめてし

まった。多くの人が無力感、さらには政治への絶望を感じているのではないでしょうか。 

森友事件は私が NHK を辞めて記者を続けようと思った大きな理由の一つです。この 1

年半、「自分はこの事件を取材するために記者になったのだ」と宿命的なものを感じな

がら取材してきました。先ほど挙げた二つの謎を解明するまで取材を続けるつもりです。 

                             (2018 年 10月 3日) 


